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英語カリキュラムの比較分析
　　一私立4大学との比較一
早　坂 信
　外国語教育研究センター（以下「センター」と略す）が平成9年に発足して
から6年が経ち、当初2名であった専任所員も本年度には12名となり、4学
部の外国語教育も軌道にのってきている。センターの目的は「外国語に関する
教育・研究活動を総合的に行う」1）ことで、本年は専任所員の他に兼任所員と
非常勤講師を含めて219名の教員が496コマの授業を担当している。
　今年の夏、文部科学省は「『英語が使える日本人』の育成のための戦略構想」
を発表した2）。それには「戦略構想の到達目標」が明示されており、中学では
「卒業者の平均が英検3級程度」、高校では「英検準2級から2級程度」、そして
大学では「国際社会に活躍する人材等に求められる英語力」とし、「各大学が、
仕事で英語が使える人材を育成する観点から、到達目標を設定」となっている。
　このように、社会が求める外国語教育は外国語の運用力に力点が置かれ、そ
れに対して大学のほうでもカリキュラムが対応しているかどうか再検討する時
期に来ている。そこで手始めに、著名私立大学と本学の英語カリキュラムを比
較して本学の英語教育の長所短所を見てみたい。比較の対象とした大学は上
智、青山学院、慶応義塾、早稲田の各大学である。この4校は首都圏にある私
立大学で、入試難易度が本学と同等かそれ以上の大学である3）。単位数や科目
の種類などのデータは各大学のホームページ4）を利用し、その他の情報は知り
合いの教員などへのアンケートをもとにして作成した。
　各大学を比較する際に問題になるのは学部学科によってカリキュラムや卒業
必修単位数が異なる点である。そこで、各大学に共通する学部学科を一・っ選ん
で比較することにした。本学では経済学部経済学科の外国語教育が特徴がある
ので、5大学の経済学科の英語カリキュラムを比較分析することにした。分析
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にあたっては次のような項目を比較した。
項目
1卒業必修単位数
2　配当学年
3　科目の種類・内容
4　履修方法
5　クラスの定員・平均人数
6　その他
上智大学
経済学部経済学科
　　一・般外国語教育の体系化を目指して1999年に一・般外国語教育センターを
　設立し、10力国の外国語を嘱託教員23名と非常勤講師が担当している5）。
1卒業必修単位数
　　8単位（必修）
　　参考：第2外国語4単位。合計12単位。
2　配当学年
　　1年：4単位　2年：4単位
3　科目の種類・内容
基礎
初級
中級
中級
中級1
中級II
上級1
上級II
4単位（週2回授業）
4単位（週2回授業）
（講読）2単位
（作文）2単位
（話し言葉のコミュニケーション）4単位（週2回授業）
（話し言葉のコミュニケーション）4単位（週2回授業）
2単位
2単位
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　（通年授業）
　授業は、日本人講師と外国人講師が担当している。「基礎」、「初級」は、高
校で英語以外の外国語を履修した者や英語を履修していない留学生が主であ
る。
4　履修方法
　新入生はオリエンテーション期間にプレースメントテストを受け、レベル
を指定される。
　プレースメントテストは聴解力、読解力、文の構造からなり、一般外国語
教育センターの教員がテスト問題を作成する。センターには嘱託教員として
4人の日本人英語教員と12人の外国人英語教員がいる。
5　クラスの定員・平均人数
　平均人数：約30名
6　その他
　　・学生は最低85％の出席が要求される。
分析
　本学のカリキュラムと比較して異なる点は次の通りである。
1科目の種類
　　「講読」「コミュニケーション」の科目のほかに「作文」を設けている点で
　ある。これは「さまざまなトピックにっいて、短い文章を書くことができる
　が、さらに書く力をっけたい」学生が履修する授業であるが、英語を聞いて
　話すコミュニケーション能力だけではなく、英語を書く力を重要視している
　と考えられる。ただし、「作文」に上級が無いのは。上級1・IIでエッセイ・
　ライティング（英文レポートの作成）が含まれるからであろう。
2　授業の回数
　　週2回の科目と週1回の科目がある。「基礎」、「初級」、「中級」のコミュニ
　ケーションは、週2回の授業を行っている。他の授業が週1回であるのに比
　較して、それだけ密度の濃い授業を集中して行うことができる。
3　履修方法
　　入学のガイダンス期間に全員にプレースメントテストを実施し、習熟度別
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のクラス編成にしている。そのため、英語の時間は曜日・時限が固定されて
いる。たとえば、経済学科配当の英語の授業は（社会福祉および機械学科と
ともに）水曜日と金曜日の1・2時限に指定されている。
　習熟度別のクラス編成のため、「初級」、「中級」、「上級」というのは学生の
レベルを正しく反映している。本学のように1年で「中級」が終ったら2年
で（英語のレベルに関係無く）全員が「上級」を取るのとは異なっている。
4　出席率
　学生は最低85％の出席が要求される。本学の「授業時数の3分の1以上
欠席したものはその科目を履修した者と認めない」（学則第45条）よりも厳
しい条件である。年間授業回数が27回6）とすれば、4回以上欠席したら単位
は与えられない。
青山学院
経済学部経済学科
1卒業必修単位数
　　12単位
　　参考：第2外国語4単位。合計16単位。
2　配当学年
　　1年：6単位　2年：4単位　3年：2単位
3　科目の種類・内容
　　1年
　　リーディング・コンプリヘンション1（2単位）
　　リスニング・コンプリヘンション（2単位）
　　ライティング＆コミュニケーション（2単位）
　　2年
　　リーディング・コンプリヘンションII（2単位）
　　リーディング＆ディスカション（2単位）外国人講師
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　3年
　英語圏の言語と文化（英語演習）（2単位）
　その他
　オーラル・コミュニケーション（2単位）
　英語資格試験準備講座（2単位）
　アドヴァンスト・ライティング（2単位）
　ビジネス・コミュニケーション（2単位）
　スピーチ・クリニック（4単位）
4　履修方法
　クラスは指定クラスである。
　（入試の高得点者に別クラスを設けている。主に帰国子女。）
5　クラスの定員・平均人数
　定員：約40名　平均：約30名
6　その他
　経済英語入門（1・2年次　選択）2単位
分析
　卒業必修単位数は12単位で5大学のうちで一・番多く、第2外国語4単位を
含めると合計16単位となる。入学案内に出ている時間割例では、1年生で履修
する14科目のうち、外国語は5科目である。さらに、3年でも「英語圏の言語
と文化」という英語演習を必修科目として履修させていることことは特記すべ
きことである。さらに、選択科目として、1・2年次に経済英語入門（2単位）
を設けている。
　授業の種類では、リーディング、リスニング、ライティング、ディスカショ
ンと全技能に渡り、英語教育をかなり重要視していることが伺われる。特にリ
スニングを全員に受けさせていることは日本人学生のリスニングカの不足を補
う点で意味があろう。
　必修6科目（12単位）のうち、外国人講師の授業はリーディング＆ディスカ
ション（2年）のみで、5科目は日本人講師である。必修単位数が多い割には外
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国人講師の授業は少ない。シラバスから判断する限り、日本人講師は日本語で
授業を行っている。
慶応義塾義塾大学
経済学部経済学科
1卒業必修単位数
　　最低4単位
　　参考：第2外国語も含めると必修8単位、選択必修6単位、合計14単位。
2　配当学年
　　1年次（春学期）：2
　　1年次（秋学期）以降：2
3　科目の種類・内容
　　Study　Skills（1年次春）2単位　（週2回・半年）
　　英語セミナー（1年次秋以降）2単位　（週2回・半年または週1回・通
　年）
　　英語リーディング2単位　（週1回・通年）
4　履修方法
　　Study　Skillsはクラス指定。必修科目なのでこれを落とすと3年に進級で
　きない。
　　英語セミナーと英語リーディングは希望クラスを選択できる。
5　クラスの定員・平均人数
　　Study　Skills、英語セミナー　30名
　　英語リーディング　35名
6　その他
　　Study　Skills：欠席は5回まで、遅刻・早退は2回で1回の扱い。
分析
　慶応義塾のカリキュラムは数年前に大きく改訂したようで、他大学とは多い
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に異なる。まず、リーディング、コミュニケーションといった伝統的な4技能
別のクラスをやめ、1年春学期の必修科目としてStudy　Skillsという総合技能
運用クラスを週2回設置していることが最大の特徴である。具体的には、Rea－
ding（速読・内容理解）、　Writing（自分の考えを論理的に書く）、　Listening／
Speaking／Presentation（身近なトピックについてのプレゼンテーション）で、
「できるだけ英語を使用して」授業を行う。テキストは共通のもの7）を使い各ク
ラスの内容を統一・している。出席・遅刻・早退にっいては上智大学以上の厳し
さである。
　第2の特徴は、1年の秋学期より英語セミナーというセミナー形式のクラス
を導入している点である。テーマの研究、議論、発表という過程を通して英語
を運用する能力を身にっける。この授業は日本人講師、外国人講師が教えてい
るが、使用語は英語が中心である。
　セミナーなので、「通訳スキルと時事問題」、「日本社会のマイノリティ」、
「Computer－Mediated　Communication　and　the　Internet」などさまざまな
テーマから選択することができる。レベルも4っあり、4年生まで受けること
ができるのが良い点である。ただし、どのレベルを選ぶかは学生にまかせてお
り、履修要覧には成績によって推奨するレベルの表が提示されている。
　次の特徴は外国語に進級条件を設けている点である。1年春学期のStudy
Skillsを落とすと秋学期の必修科目「英語セミナー」が受講できない。また、3
年に進級するためには外国語を10単位以上取得しなければならない。
　最後に学生の選択の範囲の多さが特徴である。外国語は1からIIIまであり
組み合わせはかなり自由である。また、外国語は1・2年次だけでなく3・4年
次でも履修できるのが特徴である。履修要覧の外国語の履修モデルでは、次の
ような2種類のモデルを提示している。
　・英語セミナー集中型（計16単位）
　1年（春学期）Study　Skills
　1年（秋学期）英語セミナー（レベル1）
　2年（春学期）英語セミナー（レベル1）
　2年（秋学期）英語セミナー（レベル2）
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3年（春学期）英語セミナー（レベル2）
3年（秋学期）英語セミナー（レベル3）
4年（春学期）英語セミナー（レベル3）
4年（秋学期）英語セミナー（レベル4）
・読解基礎力充実型（計10単位）
1年（春学期）Study　Skills
1年（秋学期）英語セミナー（レベル1）
2年英語リーディング
3年英語リーディング
4年英語リーディング
早稲田大学
政治経済学部経済学科
1卒業必修単位数
　4－8単位。
　参考：第2外国語と合わせて14単位。次の3っのパターンから選択。
　一般パターン　　英語：6　　　第2外国語：8
　未修外国語集中パターン　　英語：4　　第2外国語：10
　独仏既習パターン　　第2外国語：8　　英語：6
2配当学年
　　1年：2単位2年：2単位
3　科目の種類・内容
　　1年
　英語1（講読）必修
　英語III（Current　Affairs）
　英語III（English　Online）
　2年
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　英語III（Business　English　I）
　英語III（News　English　I）
　英語III（Non－Fiction）
　3年
　英語III（Debate）
　英語III（Essay　Writing）
　英語III（Business　English　II）
　英語III（News　English　II）
　単位はすべて2単位。
4　履修方法
　指定クラス（第2外国語による名簿順）
5　クラスの定員・平均人数
　30－40名
分析
　今までの4っの大学の中でいちばん「伝統的」なカリキュラムであるが、学
生は第2外国語との組み合わせを選ぶことができる。
　英語クラスは指定である。英語1（講読）は日本人講師が担当する。2年の英
語II（表現法）にっいては、学生が外国人講師の授業と日本人講師の授業を選
ぶことができるが、教員を選ぶことはできない。
学習院大学
経済学部経済学科
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1卒業必修単位数
　8単位（選択必修）
　英語は選択必修となっている。「英語で学ぶ経済学」（4単位）を取れば、英
語は4単位までが認められる。
　卒業単位数に算入されるのは英語のみで、第2外国語はない。
2　配当学年
　1～4年次
3　科目の種類・内容
　1年
　英語ベーシック（2単位）（高校で他の外国語を履修した学生用）
　英語コミュニケーション中級（2単位）外国人講師
　英語リーディング中級（2単位）
　2年
　英語コミュニケーション上級（2単位）外国人講師
　英語コミュニケーション上級特（2単位）外国人講師
　英語リーディング上級（2単位）
　英語リーディング上級特（2単位）外国人講師
　英語セミナー（4単位）外国人講師
　英語インテンシヴ・コース
　　英語コミュニケーション（ワークショップ）（2単位）主に外国人講師
　　英語リーディング（テーマスタディ）（2単位）外国人講師
　（すべて通年のコース）
4　履修方法
　典型的なモデルでは、1年次に英語コミュニケーション中級、英語リー
ディング中級の2科目を取り、2年次に英語コミュニケーション上級、英語
リーディング上級の2科目を取るようになっている。
　英語セミナーは英語上級・上級特を4単位以上履修した学生のための
コースで4単位となっている。過去3年間で経済学科の履修者はいない。
　英語インテンシヴ・コースは英語の運用力を集中的にっけるコースで、平
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成14年度から経済学部の学生も取ることができるようになった。4月に選
抜試験を行うが、平成14年度には希望者237名中合格者は46名で、経済
学科は希望者39名中合格者は3名であった。
　一般のクラスは名簿順でクラス分けを行っている。学生はクラスを「指定」
されるが、他のクラスを自由に希望することもできる。
5　クラスの定員・平均人数
　一般のクラスは定員40名で、授業の第1週に教員の名簿に署名し登録を
する。平成14年度の履修平均人数は次の通りである。
　英語コミュニケーション中級　33．9名
　英語コミュニケーション上級　22．8名
　英語リーディング中級　30．6名
　英語リーディング上級　33．5名
6　その他
　・英語で学ぶ経済学
　1～4年次で履修できる専門の英語の科目で、平成14年には7コマ開設さ
れている。
分析
　他の4大学と大きく異なる点は単位数である。4大学が第2外国語も含めて
12－16単位を卒業必修単位としているのに比べて、学習院では英語は選択必修
で、「英語で学ぶ経済学」（4単位）を含めて8単位までが認められる。換言すれ
ば、英語を履修しなくても卒業できる。
　大多数の学生が履修するクラスはコミュニケーションとリーディングの2
種類である。コミュニケーションは全員外国人講師が担当する。選択の授業を
加えれば全員外国人講師の比率は他の4大学に比べてかなり高い。8）
　クラスは指定クラスであるが、希望すれば他のクラスに移動するのは自由で
あるところが特徴である。学生はシラバスを見て自分の好む内容（教員）のク
ラスを選ぶことができる。ただし、定員を超えれば抽選となる。
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結論
　4っの私立大学と学習院大学を比較して、次の5っの点を指摘したい。
1　履修単位・履修者数
　　学習院大学では外国語（英語）は必修選択で8単位まで認められる。他の
　4大学は第2外国語を含めて12－16単位を必修としているのに比べて、外国
　語の比重がかなり低いのは事実である。本年9月に出版された「わが国の外
　国語・英語教育に関する実態の総合的研究」（大学英語教育学会実態調査委
　員会）9）によると、英語の必修単位数が0なのは、調査をした全国360の大
　学・短期大学のうち51校（14．2％）である。
　　実は、本学経済学科でも平成5年度までは第1外国語（主に英語）8単位、
　第2外国語（主に独語、仏語、中国語）8単位、合計16単位が必修であった。
　平成6年度からのカリキュラムの変更は、全員2外国語必修という一律の教
　育ではなく、希望者が外国語を履修すればよいという学生の意思を尊重した
　ものであろう。事実、学生が自主的に英語を勉強しようと思えば、いろいろ
　な科目を選び英語の力をっける機会は十分にある。
　　それでは、どのくらいの学生が英語を履修しているのであろうか。経済学
　科学生の一般クラス履修者数は次の通りである。
（1年次）
英語コミュニケーション中級
英語リーディング中級
（2年次）
英語コミュニケーション上級
英語リーディング上級
平成14年
　207
　220
O
O
「
0
2
」
4
平成13年　　平成12年
　216　　　　　　176
　225　　　　　　222
－
⊥
0
ヲ
9
臼
9
臼
O
O
Q
U
2
」
4（注　この数には再履修の学生や任意で履修している3・4年生も含まれている。）
　一番履修率の高い英語リーディング中級であるが、1年生の履修率を出し
てみよう。
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　履修者数／学生総数（1年）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年　　平成13年　　平成12年
　英語リーディング中級　　　　　220／284　　225／286　　222／279
　　　　　　　　　　　　　　　　　77％　　　　　　　　　79％　　　　　　　　80％
　経済学科の1年生で英語を履修しているのは8割弱で、2割の学生が英語
を履修していないことになる。
　さらに、2年生になると履修率は極端に下がる。本年度は英語コミュニ
ケーション上級が28名、英語リーディング上級が45名のみである。それに
しても2年生285名のうち、一般英語履修者28＋45＝73名、英語で学ぶ経
済学10）の履修者8名、合計81名となり28％の学生だけが、英語を履修し
ていることになる11）。
　この原因は何であろうか。これは、本学の英語の授業に魅力が無いか、学
生が英語に関心が無いか、その両方かである。前者に関しては、経済学科の
先生方をまじえて検討する必要があろう。
　経済学科では希望者にトーイックの試験を補助を出して年2回実施して
おり、平均約100名の学生が受験している12）。この中で、3年生が全体の
49％を占めていて一番多いが、これは就職で必要になるからであろう。しか
し、3年生全体の数からすれば受験率はかなり低いので、自分の英語力に対
する関心は高いとは言えない。
2　習熟度別クラス編成
　入学時に英語の一斉試験を課し、その成績によってクラス分けをしている
のは上智大学のみである。他の大学では習熟度別クラス編成ではない指定ク
ラス制度であり、原則としてクラス変更は出来ない。
　学習院大学では比較的自由なクラス選択制をとっている。この利点は学生
が関心のある授業を選べるという点である。同時に、教える側からすれば、
クラスにレベルの違った学生が混在しており、教育効果が習熟度別のクラス
編成より期待できないのも事実である。これを改善するには上智のように4
月のガイダンス時に新入生全員にプレースメントテストを実施し、各レベル
の中にいくっかのクラスを提供して学生がその中から受けたい授業を選ぶと
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いう方法が考えられる。
　このプレースメントテストは習熟度別クラス編成のためのみならば、セン
ター自作の試験で可能である。しかしながら、日本の大学の中で学習院大学
の学生の英語力はどのくらいなのか、また、就職する会社が求めている英語
力とどのくらい差があるのかを知るためには、現在企業で最も信頼を得てい
るTOEICをプレースメントテストとして導入することがひとっの方法であ
ろう。また、このテストを2年間の英語履修期間終了後にもう一度受けさせ
ることによって学習院大学での英語教育の効果を測定でき、カリキュラムの
改善に役立っものと考えられる。
　プレースメントテストの実行が不可能な場合は、とりあえず英語のクラス
の中に上級者向けのクラスを1っか2っ設定し、学生の判断によりその特別
クラスを選ばせることができる。たとえば、経済学科では2年のクラスが完
全に自由選択なので、その一っを特別クラスとする。
　英語リーディング（上級）済IIA　特別クラス
　英語リーディング（上級）済IIB　普通クラス
　英語リーディング（上級）済IIC　普通クラス
　英語リーディング（上級）済IID　普通クラス
　全国的には入学時にプレースメントテストを導入する大学・学部が増えて
きているので、近い将来本学も導入を検討するべきであろう13）。
3週2回の授業
　上智大学と慶鷹義塾大学が週2回の授業を設けている。語学のような実習
の場合、週1回の授業よりも2回のほうが効率が良いことは知られており、
学習院女子大学でも実施している。これにともなう問題点は時間割の調整
（特に各学部専門科目との調整）と週2回出講する講師の確保である。
4　カリキュラム・授業内容
　カリキュラムにっいては慶鷹義塾大学が他校を先行している。伝統的な4
技能別の授業ではなく、速読・レポート・プレゼンテーションという総合授
業（Study　Skills）を週2回春学期に課することによって、大学で英語の授
業を受ける技術を叩き込んでいる。
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　本学では1年でリーディング（日本人講師）とコミュニケーション（外国
人講師）の授業を受けるが、慶応方式はこの2っをドッキングした半年の授
業と考えることができる。もしこの方式を導入した場合、「なるべく英語」を
使う授業なので、教えることができる日本人講師の確保が問題となる。また、
共通のテキストを用いるので講師陣のチームワークが成功のカギとなるであ
ろう。
　ここで一っ可能な方式は、現在のリーディングの日本人講師とコミュニ
ケーションの外国人講師がお互いに連絡を取り合いながら同じテキストで授
業を進めることである14）。現在ばらばらで行われている2っの授業が有機的
に合体し、よりよい英語教育が可能になる。さらに、授業外でのリーディン
グを充実するために多読プログラム15）を設け、読んだ内容について英語で
討論する（コミュニケーション）ようにする。そのためには学生が自主的に
勉強できる施設（Self－access　room）の充実が求められる16）。今後の検討課
題であろう。
　従来、リーディングの授業内容にっいては精読・訳読を重視する教員が多
かったが、速読・内容理解に重点をおく教員が増えてきていることは、5大
学のシラバスから推測できる。訳読が読書能力を伸ばすとは限らないことが
理解されてきたためであろう17）。ここで、問題なのは学生のほうである。毎
年教育実習で高校の授業を参観しているが、高校生はテキストの英文の和訳
を教わらないと納得しないのである。大学のリーディングの授業を改善する
ためには、学生（高校生）の「訳至上主義」の意識を改善する必要がある。
　コミュニケーションの授業にっいても「英会話」という漠然とした授業で
はなく、担当者ごとにあるテーマを設けて会話力の増強を図っている。コ
ミュニケーション能力の4っの要素（文法的能力、社会言語的能力、談話的
能力、方略的能力）18）に基づき、より明確な目標を設定することが授業の向
上につながるであろう。
5　外国語履修に対する動機付け
　動機付けは外国語教育では大切な要素と考えられているが、学習者により
何が外国語学習の動機となるかはさまざまである。しかし、学生が英語に関
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心を持っためには、英語の授業のみならず他の授業や学生生活で英語を使う
機会を与えることがひとっの方法である。そのためには、本学に外国人留学
生を積極的に導入し、キャンパスの国際化を図ることが最善である。現状で
は本学の外国人留学生の数は極端に少なく、彼らは主に留学生用の授業を
取っているので日本人学生と交流する機会が少ない。
　　経済学部では平成15年度より、外国人学生特別入学試験を実施するが、
これにより留学生が増えることが期待できる。さらに、英語で授業をする専
門科目を増やして留学生と日本人学生が英語で授業に参加するようにすれ
ば、学生の英語学習の動機付けになることであろう。
今後の展望
　冒頭に述べたように、文部科学省は大学の英語教育を「仕事で英語が使える
こと」を到達目標とし、従来の「教養のための英語教育」からの大転換を求め
ている。同時に、私立大学学生の英語の基礎学力の低下を実感している教員が
増えている19）。このような現実を踏まえながら社会が求める英語教育をするた
めには、カリキュラムと授業内容の再検討を行う必要があろう。学習院大学に
おいては、教室内の授業環境は西1号館のマルチメディア化により飛躍的に向
上し、情報機器の利用も増えている。ハード面が充実した現在、ソフト面の一
層の充実が求められよう。
注
1
）
2
）
）3
）4
学習院大学外国語教育研究センター規定　第2条
平成14年7月12日。文部科学省ホームページhttp：／／www．mext．go．jp／b＿
menu／soshiki／daijin／f＿020714．htm
旺文社「全国大学内容案内号」（2002蛍雪時代臨時増刊8月号）によると、各
大学の経済学科の偏差値は次のとおりである。（駿台・河合・代ゼミの平均値）
上智大学：60．5　青山学院大学：58　慶鷹義塾大学：65．8　早稲田大学：
65．5　学習院大学：57．5
ホームページは2002年8月1日現在のもの：上智大学http：／／www．sophia．
ac．jp／、青山学院大学http：／／www．bb．aoyama．ac．jp／daigaku／、慶鷹義塾大
100一
英語カリキュラムの比較分析一私立4大学との比較（早坂信）
　　　学http：／／www．keio．ac．jp／index－jp．html、早稲田大学http：／／www．waseda．
　　　ac．jp／index－j．html、学習院大学http：／／www．gakushuin．ac．jp／univ／
5）　嘱託教員というのは数年契約（たとえば3年）の教員のことで、このセンター
　　　には本学のような専任教員はいない。上智大学のホームページの情報による
　　　と、現在の一般外国語教育センターを改組し、新たに本学のように専任所員の
　　　いる「語学教育センター」を計画している。今までの一般外国語教育の既成概
　　　念にとらわれることなく、学生のニーズに合わせ、「小人数の目的別学習」、「セ
　　　ルフアクセスセンターを利用した個別指導」などを考えている。さらに、必修
　　　外国語の単位を削減を考慮していることは注目に値する。その条件としては、
　　　1）外国語で講義される科目を全学的に提供する、2）外国語能力試験である一・
　　　定の基準以上を取得したものに対する単位認定などである。
6）　平成10－14年度の本学の授業回数は最少が月曜日の23．6回、最多が水曜日の
　　　26．8回である。（本学教務課資料による）
7）　Paulette　Dale　and　James　C．　Wolf．（2000）．Speech　Communicαtion　Made
　　　Simple：．A　Multiculturα1　Perspective．　Harlow：Longman．津田塾大学英文科編
　　　著「パラグラフから始める英文ライティング入門」
8）　外国人講師が担当する授業の比率は全英語科目数の46％で、2科目のうちほ
　　　ぼ1科目は外国人講師という高比率である。
9）　大学英語教育学会実態調査委員会（2002）「わが国の外国語・英語教育に関す
　　　る実態の総合的研究」23．なお、共学4年制大学で一番多いのは7－8単位
　　　（31．3％）で、次に多いのが3－4単位（22．7％）、5－6単位（21．6％）となって
　　　いる。
10）　英語で学ぶ経済学は1クラス平均12．6名で、4年生が一番多く、2年生が一番
　　　少ない。これは、就職前に英語の必要性を認識したためであろう。
11）　一般英語コミュニケーション、リーディング、英語で学ぶ経済学を履修してい
　　　る学生がそれぞれ別の学生と仮定した場合。もし、同じ学生が英語を2っ以上
　　　していれば、この数字はもっと低くなる。
12）　経済学部の資料による。
13）　慶応義塾義塾義塾大学の理工学部では2002年度から4年間の予定で1年生
　　　（約1000名）を対象に4月と1月に英語統一テストを実施、クラス分けに利
　　　用している。使用テストはG－TELP（General　Tests　of　English　Language
　　　Proficiency）で米国サンディエゴ州立大学で開発されたものである。
14）　桜美林大学では、English　Language　Program導入当初はこれを実施してい
　　　た。清水畏三・井門富二夫（1997）「大学カリキュラムの再編成」玉川大学出
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　　　版部282－289
15）　金谷憲（1995）「英語リーディング論」河源社222－226なお、上智大学の英語
　　　中級読解を担当する水野邦太郎講師は英語読解（中級）の授業でインターネッ
　　　ト上にHome　Libraryを開設し学生に自由に本を選ばせ、慶応大学藤沢キャ
　　　ンパスで同じ授業を受けている学生と意見の交換をする機会を与えている。
　　　（http：／／www．sfc．keio．ac．jp／A“kmizuno／irc）
16）　現在、西1号館に自習室があるが、部屋も狭く、設備も不充分である。
17）　児玉久雄（1997）「定着と活性化への途一大学における外国語教育を考える」
　　　学習院大学言語共同研究所紀要第1号88－103
18）　SLA研究会（1994）「第二言語習得研究に基づく最新の英語教育」大修館書店
　　　216－218
19）　私立大学情報教育協会（2002）「私立大学教員による情報機器を利用した授業
　　　改善に関する調査の報告」
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Curricula　of　English　Language　Teaching：
　CO　mparison（ゾ」Five　1）rivate　Un　iversities
Hayasaka　Makoto
　　　This　article　compares　the　curriculum　of　English　language　teaching　in
the　Department　of　Economics　of　Gakushuin　University　with　the　curricula
of　four　major　private　universities　in　Tokyo：Sophia　University，　Aoyama
Gakuin　University，　Keio　Gijuku　University　and　Waseda　University．　One
major　difference　is　that　the　Department　of　Economics　of　Gakushuin
University　language　classes　are　elective　courses　while　those　of　the　other
four　are　required．　Moreover，　students　take　fewer　English　credits　at　Ga－
kushuin　than　students　at　the　other　universities．
　　　Keio　Gijuku’s　programme　is　unique　in　that　it　follows　a　semester
system，　offering　intensive　classes　such　as“Study　Skills”and“English
seminars”rather　than　the　traditional　skill－based“Reading”and“Commu－
nication”classes　found　at　the　other　four　universities．　In　this　article，　the
author　proposes　some　curriculum　changes　to　improve　English　language
education　at　Gakushuin　University．
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